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米国のオバマ大統領はアジア・太平洋にシフトする戦略を宣言したが、在日米軍ほ

どその新戦略の支えになるものはない。日米 2 国間の関係の強化は日本全国で、陸、

海、空、海兵隊のすべてで展開し、相互運用能力が向上している。日米同盟とは米国

にとって最も重要な同盟であり、在日米軍と自衛隊の協力強化は最優先で進める課題

だ。北朝鮮のミサイル発射問題では、日米政府の最高レベル、在日米軍、自衛隊が全

面的な協力を行っている。在日米軍は日本の国民、領土を、自衛隊を支援しながら守

る能力を持っている。ミサイル防衛では新たなレーダー設置について日米で協議して

おりその能力を高めることになる。沖縄県・普天間飛行場に配備したオスプレイは飛

行のあり方に特段問題はなく、本格運用段階に到達した。アジア太平洋重視戦略を実

現するにあたり、最高で最も安全な装備を配備したい。オスプレイは防衛だけでなく

人道援助でも大変有用な機種だ。米兵による犯罪防止のためにさまざまな措置を講じ

ており、地位協定の改定は不要と思っている。尖閣諸島の問題では在日米軍は条約上

の義務を履行する用意があり、日本の防衛のため駆けつける。米国、日本、中国すべ

ての国にとって太平洋地域の平和と安定の維持が利益となる。 
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司会：星野誠・理事（ＴＢＳテレビ取締役報道

担当） 本日のゲストを皆様に紹介いたします。

在日米軍のサルバトーレ・アンジェレラ司令官で

す。略歴は皆様のお手元にあると思いますけれど

も、輝かしい軍歴を持って赴任されてきたという

ことです。 

アンジェレラ司令官は 81 年に空軍士官学校を

卒業されました。お手元のとおりです。日本とは

大変ゆかりのある方で、三沢基地に 2 回、横田に

ある第 5空軍の副司令官も務められています。こ

の日本の司令官に着任される直前までは、ワシン

トンＤＣの国防総省で統合参謀本部戦略計画政策

部次長でした。ことしの 7月から在日米軍及び第

5 空軍司令官をお務めで、クラブにお越しいただ

くのは今回が初めてです。 

日米関係の強化、総選挙のテーマにもなってい

ますけれども、とりわけ安全保障をしっかりしな

きゃいかんというのは各党総じて言っているとこ

ろであろうかというふうに思いますけれども、各

論をみますと、普天間の基地移設あるいはオスプ

レイの配備問題、最近ではアメリカ軍の夜間外出

禁止措置です。古くからある話とすれば、日米防

衛協力ガイドラインの見直し。そして一番ホット

なところでいくと尖閣諸島と日米安全保障条約の

関係性、適用対象かどうかというようなことも、

いま問題になっております。そういう意味では、

きょうは時節を得た大変絶妙なタイミングで司令

官をお迎えすることができたというふうに思って

おります。 

まず、司令官から30分ぐらいお話をうかがいま

して、その後、皆様から寄せられている質問を代

表質問という形で行います。それでも足りない質

問については、手を挙げていただいてお答えを願

うというふうにしたいというふうに思います。 

きょうの代表質問は、クラブの企画委員で共同

通信の編集員室編集長の杉田弘毅さんです。 

申しおくれましたけれども、私はクラブの理事

で施設運営委員長のＴＢＳテレビの星野と申しま

す。よろしくお願いいたします。通訳はサイマル・

インターナショナルの澄田美都子さんです。それ

では、司令官お願いいたします。 

 

アンジェレラ在日米軍司令官 ご親切なご紹介

ありがとうございました。皆様こんにちは。本日

はお越しいただきましてありがとうございます。 

このような講演の機会を与えていただきまして

ありがとうございます。皆様もご多忙の中、貴重

なお時間を割いていただきまして、在日米軍側の

ストーリーを語らせていただく機会をいただき感

謝しております。また、皆様のご質問にもお答え

していくのを楽しみにしております。 

すでにご紹介いただきましたけれども、今回が

私にとりましては日本への赴任が 5回目というこ

とですけれども、なぜこのような在日米軍の司令

官、そして第 5空軍司令官に赴任することが私と

家族にとって意味があるかということを説明させ

てください。 

日本には多くの友人に恵まれておりまして、自

衛隊の方々、そしてまた私どもが赴任した基地周

辺の民間の指導者の方々と、幅広くおつき合いい

ただいておりますので、家内のマルシーと私、今

回日本に赴任できたことを大変幸せに思っており

ます。 

子どもたちにとっても日本はハートの中で特別

な場所を占めておりまして、ご存じないかもしれ

ませんけれども、東京にあるアメリカンスクール

ＡＳＩＪと同様なアメリカンスクールが在日米軍

の基地にもございまして、息子は三沢基地のアメ

リカンスクールを卒業、娘のほうは横田基地のア

メリカンスクールを卒業しておりまして、今回の

クリスマス休暇には友人を引き連れて東京を案内

すると張り切っております。 

在日米軍はリバランスの要 

2 年ぶりの赴任になりまして、ちょうど日本が

大震災・津波に見舞われたとき、ペンタゴン（国

防総省）で、まるで自分のことのように見守らせ

ていただいておりました。フィールド在日米軍司

令官、君塚栄治・東北方面総監と救援活動のこと

をいろいろさせていただいておりまして、ワシン

トンからではありましたけれども、私も救援に一

部参画できたことを大変うれしく思いましたし、

この震災に日本の国民の皆様が力強く立ち向かっ

ていらっしゃることに、個人的に感動いたしまし

た。 

在日米軍の重要な目的の 1 つがまさにそこにあ

るわけでありまして、5 万人の米兵並びにその家

族、そして民間の関係者は、まさに日米の同盟を

強化するために自衛隊とともに日本の自衛に当た

っている次第であります。 

ご存じだと思いますけれども、オバマ大統領は

アメリカについては太平洋にリバランスを図って

いく戦略を宣言いたしました。そのリバランスを

図るうえで、この在日米軍ほど、その支援をする

のにふさわしいものはないと信じております。 

自衛隊の幹部の方々と、個人的におつき合いが
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あることは大変恵まれておりまして、横田基地の

第 5空軍の副司令官のポストにあったときに、ち

ょうど日本側の統合幕僚監部は岩崎茂・統合幕僚

長が統合幕僚副長ということでしたので、そうい

う意味では個人的におつき合いがありました。当

時、航空自衛隊のほうも担当されておられました。 

岩崎・統合幕僚長と私と森本敏・防衛大臣とも

会談をさせていただいておりまして、森本大臣か

らいろいろな貴重な助言をいただいて、自衛隊と

在日米軍の間のバイの関係強化に図っております。

会談の後、相互にいろいろ利益をさらに増進する

アイデアなどが出たということで、森本大臣のほ

うからステートメントが出されておりますけれど

も、それをごらんになった方も多いかと思います。 

最近、森本大臣が横田基地の航空総隊司令本部

を訪問されたというニュースをごらんになったか

もしれません。府中から横田基地への移転が順調

に進んでいるかということをご報告したいと思い

ます。 

司令部の齊藤治和・航空総隊司令官（空将）と

私は本当に隣り合わせに住んでおりますし、一緒

にお仕事をさせていただいておりまして、きょう

の午前もちょうどこちらにうかがう前に 2～3 回

お話をする機会がございました。 

ご存じかもしれませんけれども、陸上自衛隊の

中央即応集団司令部が座間基地の在日米軍と隣の

ところに引っ越しました。この意味でも、自衛隊

と米軍の間の関係の緊密化が進んでおります。 

我々は一連の会合、レセプションとかさまざま

なオペレーションを通じて頻繁に顔を合わせてお

ります。ご存じだと思いますけれども、こういっ

た実際の米兵とコミュニティーの間のおつき合い

があってこそ日米同盟が強化されるわけです。 

こういった日米二国間のエンゲージメントとい

うのは横田基地、座間基地に限らず、日本全国で

陸・海・空、海兵隊すべてを通じて展開されてい

るわけでありまして、実際に私、誇りを持てるよ

うないろいろな例というのを、この機会にご紹介

させていただきます。 

最近ではスペシャルオリンピックスゲームが沖

縄で、特別なニーズを抱えた選手が出場するゲー

ムとして開催されました。嘉手納空軍基地で催さ

れました。 

陸・海・空軍、海兵隊すべてバンドがございま

して、ローカルコミュニティーでも演奏を行って

おりますし、自衛隊が開催するこういったバンド

のコンテストにも出場させていただいております。

それ以外にも善意のグッドウィルということで、

全国で演奏をさせていただいています。なかなか

外出する機会のない方や、そしてまた今回の津

波・震災の被災者の方のために演奏活動を行って

おります。 

また、軍事演習にも参加しておりまして、それ

を通じてインターオペラビリティー（相互運用性）

と協力する能力というのを向上させております。

仙台で山桜演習というのを数週間で展開すること

になっておりまして、在日米軍並びに太平洋に駐

留している米軍、そしてまた陸上自衛隊がこの演

習に参加しております。 

ちょっと時計をみますと時間が刻々と進んでお

りまして、皆様の質疑を受ける十分な時間を残し

たいと思いますので、最後に在日米軍にとって私

がみるところの優先課題を申しあげたうえで、皆

様のご質問をお受けいたします。 

津波の救援活動については先ほど触れさせてい

ただきましたけれども、日本側では陸上自衛隊の

君塚東北方面総監と協力をさせていただいたので

すけれども、そのパートナー活動を通じて在日米

軍としてコマンド・アンド・コントロールでもっ

と改善の余地があるということを学びました。そ

こで我々のスタッフに関しては、いまちょうど移

行期で、新しいコマンド・アンド・コントロール

を導入して、受け身になるのではなく、もし次に

そういう必要が生じたときの備えとしたいと考え

ております。 

あれだけの規模のオペレーションということに

なりますと、数多くの教訓がありました。スタッ

フに対しては、ぜひ学んだ教訓を制度化して、内

部に取り込むように指示しています。 

日米同盟は最も重要な同盟 

最後に、そもそも日本に我々がいる理由という

のは、二国間の協力関係をさらに強化・増進する

ことにあります。日米同盟というのはアメリカに

とって最も重要な同盟でありますし、そういう意

味で在日米軍と日本側の自衛隊の間の協力という

のを強化することが最優先課題と言えます。 

では、質問に入る前に簡単に触れておきたいの

が、12月 1日に北朝鮮が人工衛星を打ち上げの発

表を行い、これは明らかに国連安保理決議に反す

るものであり、我々としても密にモニタリングを

行っておりますし、日本側の自衛隊、そして防衛

省とも緊密に協力しておりますが、大変危険な状

況で、北朝鮮側がとっている行動をサポートする

ことはできません。 

以上、申しあげたうえで、本日ご招待いただい
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たこと、皆様に貴重なお時間を割いていただいた

ことをいま一度お礼を申しあげたうえで、ご質問

をお受けいたします。 

 

司会 どうも司令官ありがとうございました。

それでは、皆様から寄せられた質問を参考に杉田

委員に代表質問をお願いします。 

 

杉田弘毅・企画委員（共同通信編集委員室編集

長） 司令官、どうもありがとうございました。

先ほど司令官の近くで食事をご一緒させていただ

いたのですけれども、5 回目の日本勤務というこ

とで、非常に日本の文化のことも詳しくて、奥様

は大相撲のファンでいらっしゃるということもう

かがいました。 

非常にフレンドリーな司令官ですので、皆さん

から寄せられている質問をストレートにどんどん

聞いていきたいと思います。 

まず第 1問目ですけれども、先ほどの司令官の

ご発言の中で、最後に非常に危険な状態だという

ふうにお触れになられた北朝鮮の人工衛星打ち上

げと称するミサイルの発射問題です。来週の前半

にも打ち上げの可能性があるということなんです

けれども、日米でミサイル防衛についての協力が

いろいろ進んでいますし、Ｘバンドレーダーの増

設のような方向性も聞いております。 

ただ、やはり非常に我々、根本的な懸念を持つ

のが、果たしてこういったミサイル防衛の能力を

もってして、本当に北朝鮮のミサイルを撃ち落と

せるのか、我々の安全は守られていくのかという

こと。その辺について司令官のご見解をうかがい

たいと思います。 

さらに、これからそういった能力の向上のため

に、具体的にどういった措置が必要であるのかと

いうことも重ねてうかがいたいと思います。 

 

アンジェレラ ご質問ありがとうございます。

そして、状況を認識していただいたことも感謝い

たします。 

私のほうから具体的な計画とかオペレーション、

そしてインテリジェンス、情報の内容についてお

話しできないことはご理解いただけると思うんで

すけれども、しかし体制ということでは、在日米

軍、そして自衛隊も協力して、政府の最高レベル

まで全面的な協力を行って、日本の国民の皆さん、

領土の安全を確保するということで、それが可能

なケーパビリティー（能力）を持っていて、それ

を優先しています。 

対北朝鮮ミサイルで日本防衛能力を保持 

この場所ということで、太平洋におけるアメリ

カの領土を保護するためにも行っているわけです

けれども、同時に同盟国としての日本と協力して、

日本の国民の皆さん、そして日本の領土を、自衛

隊を支援しながら保護していくということで、そ

れだけのケーパビリティー（能力）は十分持って

おります。 

ご質問の後段、具体的に能力を向上するために

今後何をやるべきか、という点ですけれども、パ

ネッタ国防長官が 9 月に来日し、森本防衛大臣と

会談して、その後、発表したのが、日本において

ＴＰＹレーダーをもっと増設するための別の場所

を求めていくということで、現在そのための協議

が進行中であり、これもケーパビリティー（能力）

の強化に役に立つと思っております。 

そして現在、ワシントンで日米韓 3カ国間の防

衛協議が行われていて、3 カ国間の協力の強化と

いう意味では、弾道ミサイル防衛も中に入ってい

るということで、これも日本の安全確保に貢献す

るでありましょう。 

 

杉田 ありがとうございます。たくさんホット

イシューがいまありますので、いくつも質問があ

るんですけれども、次はオスプレイの配備の問題

です。これは沖縄のメディアの方から質問が寄せ

られています。オスプレイ配備に対しては、保守、

革新の枠を超えて、沖縄県民全体が反対している。

まず、このことに対する所感をうかがいたい。 

それから、沖縄配備の前に、安全を維持すると

いう面で、日米間で運用に関する合意があったわ

けですけれども、その合意に違反して運用されて

いるという指摘が沖縄県で出ています。 

まず、日米合意への違反をしているとの認識が

ありますでしょうか。それとも、いまの運用はこ

の合意を遵守しているというふうにお考えでしょ

うか。 

 

アンジェレラ では、最後のご質問からまずお

答えいたしますけれども、沖縄県民並びにマスコ

ミの皆さんから本日ご質問を寄せていただいてい

ることに感謝いたします。 

日米合同委員会に関しては、オスプレイの沖縄

のみならず日本全国の配備のあり方、運用のあり

方についての合意ですけれども、我々はそれに遵
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守していると信じています。 

我々が日本との関係をいかに真剣にとらえてい

るかということは、パネッタ国防長官の来日に合

わせてアシュトン・カーター副長官もその後来日

し、そして大統領に対するナショナル・セキュリ

ティー・アドバイザーも来日しているということ

で、首相とはオスプレイの運用を開始する前に、

このテーマについての会談を行っています。 

最近沖縄を訪問いたしまして、仲井真弘多知事

に自己紹介をさせていただいたうえで、さらにオ

スプレイについてご質問かあれば、あるいはご懸

念があれば、即時それに対処してこたえていきた

いということを申しあげましたので、いまのご質

問もその一環ととらえたいと思います。 

知事のほうから懸念が表明され、以来、担当の

マクダニエル副司令官がグラック第三海兵遠征司

令官及び在沖米四軍調整官とともに再び沖縄を訪

問し、沖縄におけるその運用の状況、手順につい

て再びみてみたということです。実際オスプレイ

が飛行しているときにどこを飛行しているかとい

うのがわかるようなシステムになっておりますの

で、オスプレイの飛行のあり方について特段問題

はないということを確認できましたので、私自身、

また沖縄を訪問して、仲井真知事並びに沖縄県民

の皆さんに直接ご説明したいと思っています。 

このオスプレイの安全性につきましては、私自

身が私のチェアマンのデンプシー将軍を乗せて、

自分で飛行したぐらいでありますので、もはや安

全に運用を開始して 2カ月経過することができた

ということを、誇りを持ってご報告することがで

きますし、そういう意味ではフル・オペレーショ

ン・ケイパビリティーなレベルに到達することが

できたということで、3 機を日本国外で配備して

いるということで、日本以外においてもその飛行

訓練の機会というのがあるということを、ここに

ご報告いたします。 

太平洋に向かってリバランスをするに当たって

は、ベスト、そして最も安全な機材というのを日

本に持ち込みたいと思って、それを通じて防衛協

力を強化したいと考えています。私からみてオス

プレイのメリットは、単純に 3 つであり、速度が

2 倍、積載量が 3 倍、そして飛行できる行動半径

が 4倍になるということで、防衛、そして人道的

な援助、救援活動を行ううえで大変有用な機種で

あるというふうにみています。 

 

杉田 次の質問も、沖縄が主に関係する質問で

すけれども、米兵による事件・事故が相次いでお

りまして、いろいろな夜間外出禁止など措置がと

られていまして、司令官もその面でいろいろご尽

力されているというのはよく理解しているのです

けれども、今後さらにこういった事件・事故が起

きないようにするために、何らかの措置を考えて

いらっしゃいますでしょうか。 

それから、沖縄あるいは日本の住民が希望して

いる、いわゆる地位協定の改定問題、これについ

ては難しいというような立場が繰り返されていま

すけれども、そういう立場で、日本で起きている

米兵の事件・事故が巻き起こしている不信感とい

うかそういったものが解消されるというふうにお

考えでしょうか。 

地位協定改定は不要 

アンジェレラ これはまさに非常に重要なご質

問だったと受けとめております。米兵によるいか

なる不正行為に関しても、我々大変真剣にとらえ

ているわけでありまして、日本政府に対しても、

こういった一連の事件に対して断固対処していく

ということを誓いました。 

私自身、それから太平洋艦隊司令官とグラック

司令官の 3 人で一緒に導入した措置は、10 月 16

日に発生した婦女暴行事件、申し立てられている

事件の後、直後に夜間外出禁止令を導入いたしま

した。そしてそれ以来、一連の米兵による事件が

発生しましたが、その 1件 1件に我々、断固対処

しております。 

あまり広く知られていないかもしれませんけれ

ども、軍事法廷制度というのがアメリカにはあり

まして、住居侵入であっても、あるいは酒気帯び

運転であっても、何らかの犯罪の疑いがかかった

米兵に対しては、米軍は我々の法律、すなわち軍

の司法に関する法律を適用して訴追を行っており

ます。 

そして飲酒による軽犯罪などを起こした米兵に

対しては再訓練を行い、その司令官が、行動が改

まったと納得してから軍に戻す、勤務に戻すとい

う形をとっております。 

そしてマスコミに広く報道されたのでご存じか

もしれませんけれども、第七艦隊においては禁酒

令などの制限も導入されたということで、沖縄の

グラック司令官に対して私が許可を出したのです

けれども、アルコール飲料の販売、そしてまたア

ルコールの公の場における消費については、この

ような行動が我々日米関係にどういう影響を及ぼ

すのかということについて米兵の間に周知が徹底

するまで、我々が満足に至るまで、そういった制
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限を継続するということになっています。 

また、私のもとの司令官たちに米兵単独行動禁

止令を出すよう命令しました。そして、それぞれ

の司令官がその所在地、そして陸・海・空軍、海

兵隊、それぞれが判断を下して、どういう対象の

若い米兵たちの単独行動を禁じるか、勤務外で基

地の外に出るときには、必ずだれか仲間と一緒に

行動しなければいけないということにしています。 

夜 11時から朝5時までの間、基地の外に米兵が

出かけている場合には、司令官のほうから何らか

のミッションを与えられ、あるいは家族の関係の

イベントに出席するということで許可をとってい

るということで、単独行動をとっているからとい

うだけで必ずしもルールに違反しているというこ

とにはつながらないわけです。それぞれの司令官

がその部隊のミッションに関しては責任を抱いて

おります。したがって一部の米兵の行動にあまり

にも焦点が当たることによって、日本に駐留して

いる米兵の 99.99％がいいミッションを果たす使

命を帯びて行動していることから注意があまりに

もそらされてしまってはならないと思っています。 

地位協定についてもご質問ありましたけれども、

地位協定は改定する必要がないというふうに私は

信じております。地位協定は法律のもとでアメリ

カ国籍、日本国籍の国民双方が平等な扱いを受け

ることが確保されていますので、改定は必要がな

いというのが私の考えです。 

 

杉田 それでは、またもう 1つ、日本で非常に

関心を持たれている尖閣諸島の問題です。日米安

全保障条約の 5条の適用範囲であるということは、

アメリカ政府のいろいろな方が言っておられて、

そこで説明はとまっているんですけれども、司令

官の立場でなかなか具体的なお話がしづらいかと

思うのですけれども、具体的に尖閣で何らかの有

事というかオペレーションが必要な段階になった

ときに、もちろん主たる防衛義務は日本であると

いうことなんですけれども、ストレートに伺うと、

アメリカ軍に具体的に何をしてもらえるのか、ど

んな支援が考えられるのかということを、せっか

くの機会ですので伺いたいと思います。 

尖閣問題は条約義務履行の用意 

アンジェレラ いまご指摘のように、私のほう

から具体的な計画とかオペレーションとかケーパ

ビリティーについて言及するわけにはいかないん

ですけれども、政府では議論が継続されておりま

して、いま上院ではアメリカの立場というのを明

確にするための法案が提出されたところで、現在

審議中でありまして、その審議の結果については

私が予測を出すことはできないんですけれども、

しかし、太平洋に駐留している米軍は条約上の義

務を履行するため参加する用意があるということ

で、政府のほうからそういった声がかかれば、我々

米軍としては日本の防衛のため、日本をサポート

するために駆けつける用意ができております。 

尖閣諸島については、パネッタ国防長官が来日

した折に玄葉光一郎外務大臣と会談を行っており

ますし、パネッタ長官は日本を訪問した後、中国

を訪問して、中国の政府指導者とも話し合ってい

ます。双方の側に対して平和裏にこの意見の不一

致を解決することがみんなにとって重要であると

いうことを呼びかけているということで、太平洋

における平和と安定というのが皆にとって利益に

なる。これはアメリカ、日本に限らず、中国も含

めて、すべての国にとって太平洋地域の平和と安

定が維持されることが利益につながるわけであり

ます。 

 

杉田 それでは、私から最後の質問なんですけ

れども、日米の防衛ガイドラインの再改定作業が

始まりますけれども、これに対する在日米軍司令

官としての希望されること、特にこういう部分を

盛り込むべきであって、実現されるべきだという

ふうにお考えのことを、現場での体験を踏まえて

お話し願えればと思います。 

 

アンジェレラ 的確なご質問ですね。この日米

防衛協力ガイドラインというのは 1997 年に最後

に大々的に改定されて以来、「2＋2」のレベルで

は何回にもわたって議論されてきました。私、防

衛大臣ともお話をさせていただいたんですけれど

も、防衛大臣からみても、このガイドラインを改

定するというのが最優先の課題ととらえていると

おっしゃっておられました。 

しかし、ご質問に直接お答えするには、私、具

体的にこれというのはないのですが、しかし日米

両国政府が改定に関して協議をする場に私、喜ん

で参加したいと思っています。 

 

杉田 ありがとうございました。私からは以上

です。 

 

司会 どうもありがとうございました。では、

会場から質問を受けたいと思います。 
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質問 沖縄の基地問題に関連しまして、比較的

普天間移設問題などに関心が行きがちですが、司

令官は空軍ご出身ですので、嘉手納基地について

うかがいたい。オバマ政権のリバランシングの流

れの中で、沖縄の嘉手納基地の役割はいかなるも

のがあるのか。東アジアの情勢の中で、今後どの

くらい重要性が増すのか。重要性が増すのであれ

ば、規模なり機能なりを拡張・増強する必要はな

いんでしょうか。 

嘉手納拡大の見通しなし 

アンジェレラ 大変すばらしいご質問ありがと

うございました。そして嘉手納空軍基地について

あえて質問してくださったことに感謝いたします。 

私、第 5空軍司令官として 3つの航空団司令部

を所管に持っているということで、三沢基地の第

35 航空団、それから横田基地の第 37 の空輸担当

の航空団、そして嘉手納基地の第18部隊というこ

とであります。 

オバマ大統領の太平洋に対するリバランシング

の戦略についてもご認識いただき、感謝いたしま

す。普天間基地についてもご質問で触れておられ

ましたけれども、単独でみた場合、嘉手納基地と

いうのは、戦闘できる航空団としては最大規模の

ものでありまして、太平洋に有事が発生したとき

対応できる基地としては、かぎを握っている基地

であります。したがって、普天間いかんにかかわ

らず、嘉手納は常に主要な基地であり続けるとい

うことです。 

普天間その他の土地に関する沖縄についての合

意というのは「2＋2」、日米安全保障協議委員会

の場での合意を尊重していくということで、その

合意にのっとった形で前に進めていくということ

が重要だと思っております。そして普天間につき

ましても合意の内容を前進させるため、両国政府

の間でのコーディネーションが図られています。

ご質問にあった嘉手納基地の規模拡張ということ

につきましては、政府間での議論がなく、まず政

府間で合意がなければ変えるということはないと

いうことであります。将来、トランスフォーメー

ションというのはあるかもしれませんが、規模を

拡大するということについては私のほうからコメ

ントできません。むしろ私は規模が嘉手納に関し

て拡大するというふうにはみていないとはっきり

申しあげたほうが、よりよいお答えになるかと思

います。 

いずれにせよ、米軍のストラクチャー、兵力の

人数であるとか、土地であるとか、基地などにつ

きましては、変更する場合には、いかなる変更で

あっても、まず政府間で話し合われた上で、とい

うことになります。 

ご承知だと思いますけれども、最新の機材とい

うのが嘉手納基地に導入されておりまして、政府

がすでにＦ22 を導入したということは発表済み

でありまして、Ｆ35につきましてもオペレーショ

ナルになれば太平洋向けで配備されることになる

のではないかと思います。 

 

質問 オスプレイで 1点だけフォローアップさ

せていただきます。先ほど、オスプレイはフルオ

ペレーショナルな状態になったとおっしゃいまし

た。それからグアムでの訓練にオスプレイが参加

するということもおっしゃいました。日本本土で

の訓練、すなわち低空飛行訓練は、いつごろ、ど

のような形で始めようと計画されていらっしゃい

ますでしょうか。 

 

アンジェレラ 大変いいご質問をフォローアッ

プにいただき感謝いたします。 

ご存じだと思いますけれども、私はパイロット

でありまして、現在、Ｆ16を飛行しています。日

本における低空飛行のルールについてはよく存じ

ておりまして、私自身それにのっとって参加した

ことがありますので、我々は合意内容に従いたい

と思っております。低空飛行の訓練を行う際には、

それにのっとった形で行いたいと思っています。 

パイロットたちは、その機材についての熟練度

を維持するためには定期的に低空飛行も行う必要

があるんですけれども、その際にはルールに従っ

てやる。ルールの違反があったときには、先ほど

も言及いたしましたけれども、騒音に関しても、

あるいは低空のレベルにつきましても、何らかの

苦情が出た場合には、1 件 1 件調査を行っており

ます。そして日本政府側とも全面的に協力をして

おり、必要に応じて再訓練をするということで、

いまのところ問題は生じておりません。先ほど申

したようにオスプレイは 2カ月間安全に運用する

ことができましたし、合意はいい内容であると思

いますし、パイロットたちも合意内容については

周知しているということで、ルールに従ってやっ

ていきたい。それによってパイロットの熟練度も

維持できると思っています。 

この飛行ルールについて申しあげておきたいん

ですけれども、そういったルールがあるというこ

とは決して悪いことではなくて、いいことであり

まして、双方のためになると思っています。騒音
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や住民に対してセンシティブなルールが存在する

ということは、パイロットたちの目からみても、

ルールを十分理解して従って飛行し、それによっ

て熟練度を維持することができる。それによって

例えば人道的な救援が必要であるというように必

要が生じたときに、その機材を使ってパイロット

がその場に行くことが可能になる。ですから、ル

ールがあることはいいことで、いまのルールの内

容は適正だというふうにみています。 

 

質問 初めて日本にいらしたときが1996年、今

回16年後にいらして、日本がどう変わったかとい

うことをうかがいたい。 

初めていらしたときというのは、沖縄で少女暴

行事件の次の年で、沖縄が噴き上がった。それで

16年後に来てみたら、まだ沖縄と相変わらずごた

ごたしているよと。その反面、府中にあった航空

総隊司令部が横田に移って、その司令官がケニー

コートの隣に住むようになった。それから、近く

山桜作戦がある。それから、陸上自衛隊が海兵隊

から一生懸命、水陸両用戦を教わったり、米軍と

一緒に作戦をやる、そっちのほうはすごく進んで

きていると思う。日本のこの16年間の変化をどう

みるか、次の16年、日米、社会全般でもいいし軍

事面でもいいけれども、どういうふうになってほ

しいとお思いになるかうかがいたい。 

日米の友好関係は強化へ 

アンジェレラ 残念ながら 2つの悲劇的な事件、

1996 年と、ことしの 10 月の事件があったという

ことで、私は日本政府、そしてアメリカ政府側、

在京アメリカ大使館とも緊密に協力して、一緒に

対処しております。この 2つの事件というのは決

して許容できるものではなく、両国の間、そして

両国民の間のすばらしい関係から大事なものを奪

い去ると思っております。 

本日、私が、東京まで車で来るときに、何とい

いお天気だろうと喜んでおりまして、富士山の頂

きは雪がかぶっており、ちょっと後ろを振り返る

とスカイツリーが見えました。スカイツリーこそ

が進歩と繁栄のシンボルとなっている。これはま

さに、このようなさらなる発展と繁栄というのが

向こう15年間続く、友好関係がさらに強化される

というふうにみております。 

 

質問 アメリカがいま尖閣諸島の中で、紛争の

対象になっている諸島の中で 2 つの島を海軍の演

習を行うためにリースをしている、賃貸をしてい

るということなんですけれども、戦略的に重要か

つ地政学的に重要であるのに、この諸島のうちの

2 島がそういった海軍の演習のためにリースされ

ているという状態がなぜ続けられているのか、コ

メントをお願いいたします。 

 

アンジェレラ 失望させたくないんですけれど

も、具体的なことについて私この場では承知して

いないのでお答えしかねるんです。そういった島

の状況があるということは存じておりますけれど

も、法律的に具体的にどういう根拠があってそう

なっているとか、そういう詳しい具体的な側面が

わからないので、なぜほかの島は返還されたのに、

それだけリース、賃貸が 2島だけ続いているかと

いう事情も知りませんので、後で調べてお答えい

たします。 

 

司会 どうもありがとうございました。ご質問

おありになる方がいらっしゃるのは承知しており

ますけれども、2 時過ぎてしまって、次の予定が

迫っておりますので、きょうの昼食会はここで終

わりにしたいと思います。 

最後にクラブから、記念品のネクタイをお渡し

します。アンジェレラ司令官ありがとうございま

した。 

 

（文責・編集部）

 


